
２
０
２
５
年
の
年
金
制
度
改
革

に
向
け
、
秋
以
降
に
検
討
を
始
め

る
改
革
案
が
概
ね
出
揃
っ
た
。
中

で
も
最
も
実
現
可
能
性
が
高
い
の

は
厚
生
年
金
の
加
入
要
件
を
緩
和

し
て
対
象
者
を
増
や
す
案
で
、
厚

生
労
働
省
も
成
立
に
自
信
を
示
す
。

た
だ
、
公
表
し
た
緩
和
策
の
中
で

最
少
の「
90
万
人
増
」
の
案
に
留

ま
る
見
通
し
で
、
同
省
年
金
局
は

「
一
歩
一
歩
進
め
る
し
か
な
い
」

（
幹
部
）
と
早
く
も
落
と
し
所
を

見
据
え
て
い
る
。

パ
ー
ト
ら
短
時
間
労
働
者
へ
↘

の
厚
生
年
金
の
適
用
拡
大
は
、
16
年
以
降
じ
わ
じ
わ
進
ん
で

来
た
。
現
在
の
加
入
要
件
に
は「
従
業
員
１
０
１
人
以
上
の

企
業
」で「
週
に
20
時
間
以
上
」働
き
、「
月
額
賃
金
８
・
８
万

円
以
上
」等
の
条
件
が
残
る
。
こ
の
内
、
今
年
10
月
か
ら
は

企
業
規
模
を「
従
業
員
51
人
以
上
」へ
と
緩
和
す
る
事
が
決

ま
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
厚
労
省
は
７
月
に
公
表
し
た
年
金
財
政
検

証
で
新
た
な
適
用
拡
大
案
と
し
て
①「
従
業
員
51
人
以
上
」

の
企
業
規
模
要
件
撤
廃
と
５
人
以
上
の
個
人
事
業
所
の
非
適

用
業
種（
農
林
水
産
業
、
飲
食
店
等
）を
解
消
、
②
①
に
加
え

賃
金
要
件
を
撤
廃
、
③
②
に
加
え「
５
人
未
満
の
個
人
事
業

所
」も
対
象
、
④「
週
10
時
間
以
上
働
く
人
」を
対
象
―
―
と

の
４
パ
タ
ー
ン
を
示
し
、そ
れ
ぞ
れ
の「
効
果
」を
試
算
し
た
。

試
算
に
よ
る
と
、
①
～
④
の
効
果
は
そ
れ
ぞ
れ
①
加
入
↘

足
を
招
い
て
い
る
。
背
に
腹
は
代
え
ら
れ
ず
、
経
済
界
の
中

で
も
要
件
緩
和
を
是
認
す
る
声
は
広
が
っ
て
い
る
。

と
は
言
え
、
企
業
の
負
担
増
へ
の
抵
抗
は
根
強
く
残
っ
て

い
る
。
更
に
、
働
く
側
も
保
険
料
負
担
が
生
じ
、
労
働
時
間

を
増
や
さ
な
い
と
手
取
り
が
減
る
。
横
浜
市
内
の
ス
ポ
ー
ツ

店
で
就
業
時
間
を
調
整
し
て
働
く
パ
ー
ト
の
女
性（
59
）は

「
少
々
老
後
の
年
金
が
増
え
る
事
よ
り
、
今
の
手
取
り
が
大

事
」と
言
う
。
こ
う
し
た
声
を
背
景
に
、
パ
ー
ト
を
多
く
抱

え
る
外
食
業
界
等
は
慎
重
姿
勢
を
崩
し
て
い
な
い
。

厚
生
年
金
の
適
用
対
象
者
の
増
加
は
、
国
民
年
金
加
入
者

の
減
少
と
裏
腹
だ
。
厚
生
年
金
を
④
の「
週
10
時
間
以
上
働

く
人
」に
迄
広
げ
る
と
国
民
年
金
加
入
者
は
今
よ
り
４
割
減

の
１
２
０
０
万
人
程
度
ま
で
減
る
。
労
働
者
は
極
一
部
、無

職
の
人
や
学
生
ら
保
険
料
を
負
担
し
な
い
人
が
多
く
を
占

め
る
様
に
な
り
、制
度
の
抜
本
的
見
直
し
が
避
け
ら
れ
な
く

な
る
。

又
、
厚
生
年
金
を
適
用
拡
大
す
る
な
ら
健
康
保
険
も
セ
ッ

ト
で
議
論
を
す
る
必
要
が
生
じ
る
。

７
月
３
日
の
社
会
保
障
審
議
会
医
療
保
険
部
会
。
健
康
保

険
の
適
用
拡
大
に
関
し
、
健
康
保
険
組
合
側
か
ら
は
適
用
拡

大
を
評
価
す
る
声
が
飛
び
出
し
た
。
し
か
し
被
用
者
保
険
へ

の
移
行
が
進
む
と
国
民
年
金
同
様
、
国
保
も
規
模
が
縮
み
、

保
険
料
を
負
担
し
な
い
人
の
割
合
が
増
え
て
行
く
。
同
部
会

で
国
保
中
央
会
の
原
勝
則
・
理
事
長
は「
保
険
者
機
能
の
発

揮
が
困
難
に
な
る
」と
、
国
保
の
存
立
危
機
へ
の
懸
念
を
示

し
た
上
で「
年
金
と
は
別
に
医
療
保
険
に
関
し
て
は
将
来
、

一
定
の
歯
止
め
を
考
え
る
必
要
が
有
る
」と
指
摘
し
た
。

厚
生
年
金
の
適
用
拡
大
に
つ
い
て
は
、
国
民
年
金
や
国
保

へ
の
影
響
、
慎
重
姿
勢
を
隠
さ
な
い
業
界
団
体
の
意
向
も
踏

ま
え
、
自
民
党
の
厚
労
族
幹
部
は「
一
気
に
エ
イ
ヤ
で
進
め

る
話
じ
ゃ
な
い
」と
言
う
。

こ
う
し
た
声
に
厚
労
省
幹
部
も「
手
堅
く
行
く
し
か
な
い
」

と
認
め
つ
つ
、「
業
界
団
体
が
反
対
一
色
だ
っ
た
10
年
前
は
、

企
業
規
模
の
要
件
撤
廃
な
ん
て
夢
の
話
で
隔
世
の
感
が
有
る
。

今
後
も
手
堅
く
や
れ
ば
進
め
る
事
は
出
来
る
だ
ろ
う
」と
話

す
が
、
そ
ん
な
に
甘
く
、
事
は
進
む
の
だ
ろ
う
か
？

者
が
90
万
人
増
え
、
保
険
料
収
入
が
増

す
為
年
金
水
準
も
１
・
０
％
上
昇
②

２
０
０
万
人
増
で
１
・
７
％
上
昇
③

２
７
０
万
人
増
で
３
・
１
％
上
昇
④

８
６
０
万
人
増
で
３
・
６
％
上
昇

―
―
と
い
う
も
の
だ
。

厚
生
年
金
の
保
険
料
は
労
使
折
半

で
、
加
入
者
が
増
え
れ
ば
企
業
の
負
担

も
増
す
。
こ
の
為
、
以
前
は
企
業
の
抵

抗
が
極
め
て
強
か
っ
た
。
只
、
一
方
で

賃
金
や
労
働
時
間
の
加
入
要
件
は
パ

ー
ト
ら
が
勤
務
時
間
を
厚
生
年
金
の

保
険
料
負
担
が
生
じ
な
い
範
囲
に
抑

え
る
誘
因
と
な
り
、
近
年
は
人
手
不
↖

第
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回 

厚
生
年
金
適
用
拡
大
へ
視
界
は
良
好
？
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